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１．2025年度事業報告：採決事項① 

（１）総括表 

月 クラブ事業 関連事業への参加等 

４ 
新年度各プログラム開始 

05 第 1回理事会 
30 月刊うらすぽ 89号 

浦和駒場体育館自主事業担当開始 
01 浦和区スポーツ振興会総会 
25 元気アップサロン担当 

北浦和小・本太小、中尾小。本太中の各
開放委員会 

５ 
10 第２回理事会 
31 月刊うらすぽ 90号 

  体育施設開放委員会（各学校） 
16 SCネットワーク理事会 
21 元気アップネット運営委員会 
20 元気アップウォーキング担当 

６ 

04  監査 
08 総会 
09～30 平成国際大学前期インターンシップ

実習 
14 剣道交流会 

14 SCネットワーク総会 
25 元気アップサロン担当 
28 元気アップネットワーク総会 

７ 
05  月刊うらすぽ 91号 
19 第３回理事会 

05 部活動地域展開に係る市教委との 
打合せ 

８ 
02 月刊うらすぽ 92号 
30 第４回理事会 

20,27 浦和駒場体育館逆上がり教室 
27 元気アップサロン担当 
28 駒場体育館走り方教室 
29  SCネットワーク理事会 

９ 
13 みんなのスポーツ・健康フェア 
30 月刊うらすぽ 93号 

04,11 駒場体育館走り方教室 
24 元気アップサロン担当 

10 18 第５回理事会 

16 元気アップネット運営委員会 
18  領家公民館祭り参加 
26 駒場競技場かけっこ教室中止 
26 さいたま市運動能力検定会参加 

11 

07～12/1 平成国際大学後期インターンシッ
プ実習 

22 第６回理事会 
30 月刊うらすぽ 94号 

02 元気アップサロン担当 
26  SCネットワーク理事会 

12 
04  有酸素運動教室開始 
30 月刊うらすぽ 95号 

06 親子キャッチボール教室（振興会） 
06 元気アップサロン担当 

１ 
10 第７回理事会 
24 みんなのスポーツ・健康フェア 

22 元気アップサロン担当 
23 SCネットステップアップ研修会 

２ 
02 月刊うらすぽ 96号 
21 第８回理事会 

04 SCネットクラブミーティング 
06  SCネットワーク理事会 
09 元気アップ運営委員会 
11 ニュースポーツフェア（振興会） 
28 元気アップサロン担当 

３ 
08 月刊うらすぽ 97号 
22 第９回理事会 

11 元気アップサロン担当 
12 SCネットワーク理事会 
14 支え合い会議 
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（２）会員数 

・ 2026年4月当初の会員数は761名と、2025年（767名）と大きな差はありませんでしたが、年度平均

では787名と前年度平均755名を増加しました（卒業等で減少した分が例年よりも早く回復できま

した）。 

・ 平均で800名を超える会員数を目指しましたが、そこまでには至りませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

サッカー広場 100 308 486 509 575 508 449 448 461 454 445 402

サッカースクール 50 48 62 65 60 37 35 29 54 64 67 66 14

サッカー生涯・シニア 40 45 42 54 48 70 69 78 77 84 88 68 73

テニス子ども 45 46 116 157 175 153 123 115 124 154

テニス大人 11 38 61 58 56 58 73 71

フィットネス領家 50 95 314 413 410 377 234 244 235 234

フィットネス常盤 112 165 167 147 140 152 131

フィットネスその他 35 51 91 118 121 113 174 144

バドミントンチャレンジ

バドミントン本太

サッカー 90 193 412 605 617 682 612 556 579 609 609 579 489

テニス 45 46 127 195 236 211 179 173 197 225

バドミントン

フィットネス等 50 95 349 576 666 662 502 497 561 509

合計 90 193 412 700 758 1,158 1,383 1,458 1,452 1,290 1,279 1,337 1,223

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

サッカー広場 425 383 343 278 272 260 199 186 140 145 109 119 134

サッカースクール 22 20 52 72 63 77 21 3 7 23 38 39 33

サッカー生涯・シニア 65 73 76 82 81 77 53 54 65 76 83 86 90

テニス子ども 165 177 160 151 124 116 86 61 70 66 67 71 60

テニス大人 84 73 74 67 69 70 89 90 112 125 121 117 104

フィットネス領家 236 236 219 208 235 238 218 197 199 188 190 186 190

フィットネス常盤 144 146 140 125

フィットネスその他 152 169 180 173 199 176 99 89 71 106 142 149 104

バドミントンチャレンジ 21

バドミントン本太 25

サッカー 512 476 471 432 416 415 273 243 212 244 230 244 257

テニス 249 250 234 218 193 186 175 151 182 191 188 188 164

バドミントン 46

フィットネス等 532 551 539 506 434 414 317 286 280 294 335 335 294

合計 1,293 1,277 1,244 1,156 1,043 1,015 765 680 674 729 753 767 761
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図  会員数の推移（2000年～2026年） 
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（３）年度当初事業計画と成果 

2025年度当初事業計画 成果 

１．全体 

■基本テーマ 

◆子どものスポーツ環境の充実 

 ◆大人のスポーツ環境の充実 

 ◆シニアのスポーツや運動環境の充実 

を目指しており、これを実現するために 

①他にはない受け皿を用意していく 

②使える場所を増やす 

③地域とつながる・つなげる 

 
 

 

△前年度までの取り組みを継続・維持した 

〇イベントにおいて中学生ボランティアの参加

を得ることができた。 

 

 

 

■再興プロジェクト 

① 会員確保のための活動 

 

② 存続のための資金確保 

 

③ 社会構造の変化・時代の要請に対応した仕組み

づくり 

■30周年誌編纂事業 

 

〇プログラムにあわせたチラシ配布を行い、会

員増につなげた 

×新たな助成金などの獲得はできなかった 

 

△学童保護者会役員との意見交換 

 

●周年誌作業は未着手 

【プロジェクト】  

（１）中学生のスポーツ環境向上プロジェクト 

１）チャレンジクラブ  

 

２）バドミントン・ファーストステップ講習会 

 

３）中学女子サッカー支援プロジェクト：ＳＣ―Ｓ

ＴＥＲＮとの連携の継続 

 

（２）「誰もが気軽にスポーツに親しめる場づくり

総合推進事業」の成果を生かし、学校との連携

を深める 

・教育委員会、市スポーツ振興課とも連携し、問題

意識の共有を進める。 

 

（３）部活動地域展開への準備 

・部活動地域典型の受け皿となるべく、教育委員会

および本太中学校と対話を継続し、部活動地域展

開にむけて取り組みを広げる 

・ 

（４）放課後児童クラブ等の活動との連携準備 

・放課後の子どもの環境充実のために、クラブでで

きることを検討します。来年度からの実施を目指

す。 

・ 

（５）スポーツ用品リユースプロジェクト 

 

（５）パラ種目体験・交流事業 

・「誰でもＪＯＩＮ」を推進するため、関連団体と

連携して、体験会や交流会の開催にむけて取組

む。 

 

 
〇バドミントン継続。県大会出場 

  

〇開催。本太中以外からの参加もあった。 

 

〇教室を継続して実施。 

〇スクールもSTERNも人数増加 

 
●教育委員会には投げかけをしたが、進まなか

った 

 

 

 

 

△市の研究協議会に委員として参加した 

●教育委員会に中学校との協議を依頼したが進

展しなかった 

 

 

△情報収集にとどまり、具体的な検討には至ら

なかった 

 

 

 

〇近隣高校テニス部に中古テニスボールを寄付 

 

●財源が確保できず実施できなかった 
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（６）見沼スポーツパークプロジェクトの再開 

・2012 年に取組んだ見沼田んぼ公有地の有効活用

「緑のスポーツ広場」について、市のセントラル

パーク構想の進展を踏まえて、取組みを再開 

●着手できなかった 

 

【通常事業】  

（１）クラブメンバーシップを育む 

・指導者もプレイヤーも、みんながクラブは自己実

現を図る場という考えを広げる。  

・会員やその家族が、種目の壁を越えて交流できる

事業を実施し、各種イベントへの参加を促す。 

・活動に関わるスタッフ間の意思の共有を進める。 

 

△例年とおり実施 

 

△みんなのスポーツフェアにクラブ員の参加を

募った 

△例年通り実施 

（２）広報・ＰＲに力を入れます 

・ニュースの配布先を増やし、確実に配布する。 

△月刊うらすぽを発行したが毎月発行は達成で

きなかった（289～297号） 

（３）さいたま市内の地域スポーツクラブと連携し

た事業の推進 
・さいたま市内の総合型地域スポーツクラブと連携

し、中学校部活動地域移行にむけた取組みを始める 

△他クラブと情報交換を行った 
 

（４）駒場体育館指定管理コナミスポーツとの連携

にむけて取組む 

・今年度も地域事業を契機として、地域のネットワ

ークづくりを進める（体育館利用団体の連携） 

〇複数の自主事業の運営、指導を担当した 
 ・各種テニス教室  ７８回 

 ・シニア筋トレ   １８回 

 ・逆上がり教室    ４回 

 ・走り方教室     ３回 

（５）スポーツ用品リユースプロジェクト 

・ 新たな連携・協力先を検討する。 

 

●新規協力先開拓は未着 

〇中古テニスボールを高校に配布 

（６）その他 

 ①彩の国ＳＣネットワーク事業に参加する 

 

②地域課題の解決に取組む団体との連携を高める 

 

 

 

 

 

 

 

③フードパントリーへの協力を継続 

 
〇理事として継続参加 

 

〇元気アップＮＷと協力し、駒場体育館でのイベ

ントを例年どおり３回実施できた 

 第１回（6/14）  ２００名   

 第２回（9/13）  ２７０名 

 第３回（1/24）  ３５０名 

〇元気アップサロンへの講師参加 

 小川副理事長 ９回担当 

 

〇隔月の提供を実施した 

（７）プログラム 

１）サッカー 

・広場の会員増加、プログラムの充実をはかる 

・中学女子サッカーのプログラムを関係機関と連

携して会員増・充実を図る 

・生涯コースの会員を増やす 

・スーパーシニア広場の会場の確実な確保 

 

 

△時間割を変更し参加しやすくした 

〇女子教室は会員増加 

 

〇若者と中堅で２チーム活動が充実 

〇維持 

２）テニス 

・テニス会員の増加を目指す 

・テニスコート確保に努める 

⇒本中テニスコートの活用再開に取り組む 

・市民大会に、浦和スポーツクラブとして参加する 

 

△現状維持 

△現状維持、本中の活用は未着手 

 

〇市民大会に複数メンバーが参加 

 ３）フィットネス 

・会員の増加、クラス数の増加を図る 

・スタジオのさらなる活用とそのための指導者の

 

〇新たなプログラム投入などにより微増 

〇有酸素運動教室立ち上げ 
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確保を図る 

・シニア対象プログラムの会員増加を図る 

・貯筋運動の普及を図る 

 

△現状維持 
〇アクティブシニア健康教室、元気アップサロン

で実施 

４）バドミントン 

・浦和スポーツクラブとして協会登録をする 

・市民大会に参加する 

・積極的に個人戦の地域大会に出場する 

 

〇協会登録を継続 

〇市民大会に参加した 

〇参加した 

５）卓球 

➢再開にむけて体制構築を検する 
 

●取り組めなかった 

６）その他 

・星空スポーツ広場参加者のクラブへの理解を進

めるように取り組む 

・ 

・浦和区スポーツ振興会との連携 

・様々な専門知識を持った人材を活かし、各プログ

ラムに＋αを付け加えていく 

・ 

 

〇サッカー   63回 延べ 1,302名 

 バドミントン 82回 延べ 2,434名 

 

〇振興会の事業に参加し用具の提供も行った 

△剣道交流会の第２回を開催した 

 新たな取組は着手できず 

 

 

総論） 

✓ 毎週の定期開催プログラム５５クラス、年間をとおして大きなトラブルなくできた 

✓ 駒場体育館を活用した地域イベント（みんなのスポーツ・健康フェア）を例年とおり３回実施でき

た（３回で約８００名が参加）。 

✓ プログラムの工夫やチラシ・ＰＲの展開により会員増が図られ、経営的には、安定した数字を得る

ことができた 

✓ パラスポーツ体験が取り入れることができなかったが、新たに中学生ボランティアの参加を得るこ

とができたことは、今後の取組みに展開にむけてよい材料である。 

✓ テニスの三浦コーチがさいたま市スポーツ協会の優秀指導者表彰、堀本コーチがさいたま市スポー

ツ功労賞を受賞した。 

 

（１）再興プロジェクト 

 ①会員確保のための活動 

✓全てのプログラムにおいて会員を増やすために広報活動と体験会等の開催に、これまで以上に

取組みを進めた。 

✓プログラムにあわせたチラシの配布等により会員確保につなげた 

 

②存続のための資金確保と支出削減 

✓ 新たな助成金の確保等への取組みは行えなかった。 

 

③社会構造の変化・時代の要請に対応した仕組みづくり 

1）多年代の連続性の確保： 

✓星空スポーツ・バドミントンでグループデーを増やすなど、家族（親子）での参加促進に

つなげた。 

2）クラブハウスの徹底活用～会員の参加 

✓女子サッカーから活用について相談を受けているが、具体的な取組にはいたらなかった。 
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（２）30 周年事業（持ち越し作業継続） 

✓記念誌については着手できておらず、今後の方針について検討を要する。 

（３）プロジェクト 

１）中学生のスポーツ環境向上プロジェクト 

①チャレンジクラブの継続  

✓本中バドミントンで着実な成果を上げている。 

  

②ファーストステップ講習会の継続（バドミントン） 

✓中学生向け、一般向けともに開催できた。 

  

③中学女子サッカー支援プロジェクト：ＳＣ―ＳＴＥＲＮとの連携の継続 

✓ガールズスクール、ＳＴＥＲＮとともに参加者が増えている 

２）「誰もが気軽にスポーツに親しめる場づくり総合推進事業（学校体育施設の有効活用推進事業）」 

の成果を生かし、各学校との連携を深めていく。 

✓教育委員会には働きかけを行ったが、進展しなかった。説明が不十分で理解されていないこと

が懸念された。 

✓今後の取り組み方について再検討していく必要がある。 

３）部活動地域展開への準備 

✓上記と同様に、市の検討との整合をとるために市教育委員会への相談にとどめたが、進展が見

られないために、主体的な取組が必要と思われた。 

 ４）放課後児童クラブ等の活動との連携準備 

✓現状では、人材確保が難しいことがわかった。 

５）パラ種目体験・交流事業 

✓駒場体育館のイベントで、ボッチャ交流の機会を増やした。 

✓これまでに行ってきた車いすバスケットボールやブラインドサッカーの体験会のために必要な

財源確保ができなかった。 

 ６）見沼スポーツパークプロジェクトの再開 

✓ 取り組めなかった。 

（４）通常事業 

１）クラブメンバーシップを育む（仲間づくり、社会参加の実現） 

✓バドミントンプログラムでは、お揃いのＴシャツをつくり大会参加するなど、仲間づくりが進

んだ。 

２）広報・ＰＲに力を入れます 

✓ ニュースの毎月発行ができなかった。 

３）さいたま市内の地域スポーツクラブと連携した事業の推進  

✓ 美園との情報交換程度で、具体的な取組は行えなかった。 

 ４）駒場体育館指定管理者コナミスポーツとの連携にむけた取組み 

✓ 複数の教室事業に指導者を派遣した 

  テニス     １１プログラム  計７８回 

  シニア筋トレ   ３教室     計１８回 

  逆上がり教室   ２教室     計 ４回 

  走り方教室    １教室     計 ３回 
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 ５）スポーツ用品リユースプロジェクト 

✓ 中古テニスボールを高校部活動に寄付した 

 ６）そのほか 

✓ 彩の国ＳＣネットワークの事業に参加した。 

✓ スポーツ推進委員や少年団など地域のスポーツ機関・組織との連携は進められなかった。 

✓ 元気アップネットワークとの連携をしてイベントなどに取り組んだ 

      元気アップサロンへの講師参加  計９回 

      みんなのスポーツ・健康フェア  計３回 約８００名参加（剣道交流会含む） 

✓ にこにこフードパントリーに隔月で食料提供ができた。 

（５）定期プログラム 

①サッカー 

✓ スクールは横ばい 

✓ 中学女子サッカーは STERN と連携、増加。 

✓ 生涯コースに若手が増え、市民リーグは 2部を維持するとともに、フレンドリーに新規参戦の２

チーム体制を維持できた。 

✓ 星空は新たな参加者を得ることが課題である（年齢や力量によるチーム分けも検討が必要） 

✓ スーパーシニア広場は会員が増加し、安定して活動。 

②テニス 

✓ 会員のニーズにあわせたコース設定など工夫を重ねた 

✓ 駒場体育館自主事業は定番化。 

✓ 堀本コーチ：さいたま市スポーツ功労賞、三浦コーチ：さいたま市スポーツ協会優秀指導者を

受賞 

③フィットネス 

✓ プログラムの再編やプログラムのリニューアルなどに努めている 

④卓球 

✓ 再開できていない。新たな幹事役の発掘が必要。 

⑤バドミントン 

✓一般のクラブメンバー増加。 

✓基礎練習から、練習試合等を行い、市民大会出場を果たした。 

✓新たなクラスを開講 

⑥スポーツ鬼ごっこ 

✓参加者数は安定しており、参加者による運営参画も徐々に進む 

✓みんなのスポーツフェアで体験を開催した。 

⑦バレエ 

✓会員数は微減であり、PRが必要である 

✓発表会を実施した。 

⑧その他 

✓ 星空のバドミントン参加者数は、安定している。 

✓ サッカーは、参加者による自主的な運営が根付いた。 
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２．2025年度決算報告（2025年 4月１日～2026年 3月 31日）：採決事項② 

□ 収入総額は約 2,917万円となり、予算の 2,824万円をやや上回りました。 

□ 会費の収入（割引前）は約 2,826万円となり、予算よりも 30 万円ほど上回りました。 

□ 支出は、2,773万円で、予算の 2,742 万円よりも約 30万円上回りました。 

□ 以上の結果、単年度の経常収支で約 143 万円の黒字となりました。 

□ 予算では 82万の黒字を見込んでいましたのが、会員の増加が進んだこと、会員管理システムの導入

により経費が削減された効果が表れたもと考えられます。 
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【経常収益】
  【受取会費】
    正会員受取会費 55,000 
    賛助会員受取会費 100,000 155,000 
  【受取寄付金】

    受取寄付金 64,000 
  【事業収益】

    事業　収益 28,260,177 
    売上値引き △ 647,754 27,612,423 会費引き落とし手数料

  【その他収益】

    受取　利息 4,414 
    雑　収　益 453,959 消費税簡易課税の調整差額

    用具等販売 875,383 1,333,756 ｼｬﾂ販売、飲料他

        経常収益  計 29,165,179 
【経常費用】

  【事業費】

    （人件費）

      給料　手当(事業) 1,386,000 ｻｯｶｰ広場、体操　職員分

      臨時雇賃金 10,493,550 各部門ｺｰﾁ謝金

        人件費計 11,879,550 
    （その他経費）

      諸　謝　金 983,665 丸山教室

      印刷製本費(事業) 22,436 ｲﾍﾞﾝﾄﾁﾗｼ

      旅費交通費(事業) 61,200 TFP

      車　両　費(事業) 77,214 ﾊｲｴｰｽ車検、ｶﾞｿﾘﾝ

      通信運搬費(事業) 23,375 Zoom

      消耗品　費(事業) 870,450 ﾎﾞｰﾙ、ｼｬﾄﾙ

      用具等販売原価 1,097,008 ｻｯｶｰ広場、ｶﾞｰﾙｽﾞｻｯｶｰｼｬﾂ

      賃  借  料(事業) 2,394,694 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ､ｺｰﾄ､体育館、ｽﾀｼﾞｵ

      登　録　費(事業） 147,094 ｻｯｶｰ一般､ﾃﾆｽ､鬼ごっこ

      保　険　料(事業) 504,050 ｽﾎﾟｰﾂ傷害保険

      外　注　費 1,350,600 TFP､ｹﾞｯﾄｻｯｶｰｽｸｰﾙ

      雑　　　費(事業) 50,451 ｲﾍﾞﾝﾄ参加賞、卒業記念品他

        その他経費計 7,582,237 
          事業費  計 19,461,787 
  【管理費】

    （人件費）

      給料　手当 1,566,000 
      アルバイト給料 2,406,340 
      通　勤　費 180,000 
      法定福利費 520,357 社会保険、労働保険

      福利厚生費 4,484 
        人件費計 4,677,181 
    （その他経費）

      印　刷　費 75,401 ﾆｭｰｽ印刷費

      会　議　費 16,172 
      通信運搬費 172,593 郵便代､KDDI､ﾌﾟﾚﾌﾟﾚ

      事務消耗品費 17,379 封筒､文具､OA用紙

      備品消耗品費 270,449 ｿﾌﾄ更新料、PC

      修　繕　費 6,325 LED蛍光灯

      水道光熱費 415,966 電気代（事務所､ｽﾀｼﾞｵ）

      賃　借　料 1,379,014 事務所賃料、駐車場代

      広告宣伝費 130,679 ﾁﾗｼ印刷+配布2回

      減価償却費 279,313 ｺﾋﾟｰ複合機、AED

      保　険　料 128,510 火災保険､事業活動保険

      諸　会　費 24,544 彩の国、元気ｱｯﾌﾟ、ｽﾎﾟｰﾂ協会

      租税　公課 17,600 自動車税

      支払手数料 654,721 振込手数料､会計事務所、ｽﾏｰﾄﾊﾛｰ

      雑　　　費 2,582 ごみ処理代、洗剤等

        その他経費計 3,591,248 
          管理費  計 8,268,429 
            経常費用  計 27,730,216 
              当期経常増減額 1,434,963 
【経常外収益】

    経常外収益  計 0 
【経常外費用】

    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 1,434,963 
          当期正味財産増減額 1,434,963 
          前期繰越正味財産額 5,378,606 
          次期繰越正味財産額 6,813,569 

（単位：円）

自 令和7年 4月 1日  至 令和8年 3月31日NPO法人　浦和スポーツクラブ

活　動　計　算　書
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【活動計算書の注記】

【重要な会計方針】

　計算書類の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年7月20日 

  2017年12月12日最終改正  ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

(1).固定資産の減価償却の方法

　有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却しています。

(2).消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜経理方式によっています。

【固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高】

種　別 取得価額 期首帳簿価額 当期償却額 期末帳簿価額

構築物（空調設備） 1,470,000 1 0 1

車両（ﾊｲｴｰｽ） 1,443,000 1 0 1

器具備品（製氷機） 200,000 1 0 1

リース資産（印刷機） 360,000 0 0 0

　〃　　（AED）3台 932,400 132,402 132,401 1

　〃　（ｷｬﾉﾝ複合機） 734,560 526,435 146,912 379,523

合　計 5,139,960 658,840 279,313 379,527

【借入金の増減内訳】

　借入金はありません

【役員及びその近親者との取引の内容】

　役員及びその近親者との取引はありません。

【施設改修等特定資産について】

　車両やエアコン、その他設備機器の支出が生じたときのために、積立金として準備することを理事会にて承認をうけました。

　クラブ所有のハイエースは2001年初年度登録で25年経過、買い替え費用として300万円見込み

　スタジオと事務所のエアコンは2006年に中古で設置し20年以上経過しており、買い替え費用として250万円見込み

　施設改修等特定資産は合計で550万円を積立目標とします。

　この積立金を使用する際は、理事会にて承認を受けるものとします。

【事業費の内訳】

　事業費の区分は次ページの通りです。
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  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 135,566 
      普通　預金 7,656,775 
        現金・預金 計 7,792,341 
    （売上債権）
      未収会費 144,182 
        売上債権 計 144,182 
    （その他流動資産）
      前払　費用 623,983 ･･･登録費、ｽﾏｰﾄﾊﾛｰ使用料他

        その他流動資産  計 623,983 
          流動資産合計 8,560,506 
  【固定資産】
    （有形固定資産）
      建物附属設備 1 
      車両運搬具 1 
      器具及び備品 1 
    　使用権（リース）資産 379,524 ･･･ｷｬﾉﾝ複合機

        有形固定資産  計 379,527 
    （無形固定資産）
      電話加入権 76,440 
        無形固定資産  計 76,440 
    （投資その他の資産）
      敷　　　金 746,000 
      施設改修等特定資産 1,000,000 ･･･車両、ｴｱｺﾝ等の買替積立預金

        投資その他の資産  計 1,746,000 
          固定資産合計 2,201,967 
            資産の部  合計 9,762,473 

  【流動負債】
    未　払　金 1,571,879 
    前　受　金 2,420 
    預　り　金 51,165 
    未払消費税等 759,600 
      流動負債  計 2,385,064 
  【固定負債】
    リース負債 563,840 
      固定負債  計 563,840 
        負債の部  合計 2,948,904 

  【正味財産】
    前期繰越正味財産額 5,378,606 
    当期正味財産増減額 1,434,963 
      正味財産　計 6,813,569 
        正味財産の部  合計 6,813,569 
          負債・正味財産合計 9,762,473 

《正味財産の部》

《資産の部》

NPO法人　浦和スポーツクラブ （単位：円）

2026年 3月31日 現在全事業所

《負債の部》

貸　借　対　照　表
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  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 135,566 
      普通　預金 7,656,775 
        埼玉りそな (824,589)
        ゆうちょ (3,293,635)
        郵貯振替口座 (1,997,151)
        城北信用１ (14,125)
        施設費積立 (1,502,352)
        toto (24,923)
        現金・預金 計 7,792,341 
    （売上債権）
      未収会費 144,182 
        売上債権 計 144,182 
    （その他流動資産）
      前払　費用 623,983 登録費、ｽﾏｰﾄﾊﾛｰ使用料他

        その他流動資産  計 623,983 
          流動資産合計 8,560,506 
  【固定資産】
    （有形固定資産）
      建物附属設備 1 
      車両運搬具 1 
      器具及び備品 1 
    　使用権（リース）資産 379,524 ｷｬﾉﾝ複合機

        有形固定資産  計 379,527 
    （無形固定資産）
      電話加入権 76,440 
        無形固定資産  計 76,440 
    （投資その他の資産）
      敷　　　金 746,000 
      施設改修等特定資産 1,000,000 車両、ｴｱｺﾝ等の買替積立預金

        投資その他の資産  計 1,746,000 
          固定資産合計 2,201,967 
            資産の部  合計 9,762,473 

  【流動負債】
    未　払　金 1,571,879 
    前　受　金 2,420 
    預　り　金 51,165 
      雇用保険 (17,598)
      源泉徴収税 (33,567)
    未払消費税等 759,600 
      流動負債  計 2,385,064 
  【固定負債】
    リース負債 563,840 
      固定負債  計 563,840 
        負債の部  合計 2,948,904 

        正味財産 6,813,569 

《負債の部》

《資産の部》

NPO法人　浦和スポーツクラブ
財　産　目　録

（単位：円）
令和8年 3月31日 現在全事業所
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３．2026年度事業計画（案）：採決事項③ 

（１）会議・行事等 

月  日 行  事 会  場 

４月 
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25 

新年度プログラム開始、チャレンジクラブ 

浦和駒場体育館自主事業開始（委託） 

毎月１回元気アップサロン担当 

月刊うらすぽ98号発行 

理事会 

 

浦和駒場体育館 

領家,南箇,大東公民館 

５月 

 

23 

 

 

理事会 

月刊うらすぽ99号発行 

 

クラブ事務所 

 

６月 

6 

13 

20 

27 

 

総会 

元気アップネットワーク総会 

SCネットワーク総会 

剣道交流会＆健康フェア 

月刊うらすぽ100号発行 

クラブ事務所 

領家公民館 

市民会館おおみや 

浦和駒場体育館 

 

７月 
 

 

理事会 

月刊うらすぽ101号発行 

クラブ事務所 

８月 
 

 

理事会 

月刊うらすぽ102号発行 

クラブ事務所 

９月 
 

 

理事会 

月刊うらすぽ103号発行 

クラブ事務所 

10月 

03 

 

 

みんなのスポーツ・健康フェア＆高田道場共同事業 

理事会 

月刊うらすぽ104号発行 

浦和駒場体育館 

クラブ事務所 

11月 
 

 

理事会 

月刊うらすぽ105号発行 
クラブ事務所 

 

12月 
 

 

理事会 

月刊うらすぽ106号発行 

クラブ事務所 

１月 
 

 

理事会 

月刊うらすぽ107号発行 

クラブ事務所 

２月 
 

 

理事会 

月刊うらすぽ108号発行 

クラブ事務所 

３月 

13 

 

 

みんなのスポーツ・健康フェア 

理事会 

月刊うらすぽ109号発行 

浦和駒場体育館 

クラブ事務所 
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（２）クラブ全体として 

■再興プロジェクトⅡ 

会費の改定や会員増により経営的な危機は脱することができましたが、今後も地域における存在

意義、役割を発揮していくための＋アルファの取組み（地域住民の皆さんが参加できるイベント開

催など）を展開していくことが必要です。 

現状では、そのような事業を展開する予算や人材が不足しています。今年度は、スポーツ・健康

交流フェア、パラスポーツ体験などを継続的に行っていくための予算や人材の確保を図り、活動の

安定につなげる。 

１）会員確保のための活動 

・全てのプログラムにおいて会員を増やすために広報活動と体験会等の開催に、これまで以上に

取組みます。 

２）活動展開のための資金確保 

・賛助会員や協賛金の確保に努めます。 

３）社会構造の変化・時代の要請に対応した取り組み 

①親子イベントのスポーツ参加機会づくり： 

親子で参加できるイベント等を開催し、健康づくり・コミュニティづくりにつなげる 

 

②クラブハウスの活用～居場所づくり 

  クラブハウスを使った居場所づくりについて検討、開催にむけて取り組む 

  

■地域連携事業 

これまでと同様に、社会的に大きな話題となった部活動を始めとした子どものスポーツ環境の改善

と、パラスポーツとの交流をとおした共生社会にむけた取組みを進める。 

１）中学生のスポーツ環境向上プロジェクト 

①中学校・さいたま市との協議・調整 

・ さいたま市地域スポーツ・文化クラブ活動体制整備研究協議会に継続参加し、クラブの経験を伝

えていく 

・ 市スポーツ振興課、学校、近隣少年団等との話し合いを進めていく。 

②プログラムの展開 

・チャレンジクラブ等の展開 

  ・中１ファーストステップ講習会 

・サッカー女子部門の立ち上げ   等 

２）「みんなのスポーツ・健康フェアの開催」  全３回 

①剣道交流会： 

ＮＸ商事剣道部の協力 

近隣道場、中学、高校に呼びかけ 

 

②健康フェア： 

浦和東部地域元気アップネットワークと連携し３回開催 
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  ③各種種目の地域交流会・体験会開催 

・テニス 

・バドミントン 

・ソフトバレー 

・トランポリン   など 

 

  ④パラスポーツ体験（交流）会の開催 

・ボッチャ 

・車いすバスケ、ブラインドサッカー等 

 

  ⑤親子スポーツ交流の機会創出 

・高田道場ダイヤモンドキッズカレッジとの連携 

・スポーツ鬼ごっこ など 

３）「星空スポーツ広場」の開催  毎週土日 

 ①サッカー 中堅年代の参加者が安心して参加できるようにして参加者を増やす 

 ②卓球の復活 

４）浦和東部元気アップネットワークとの連携 

 ①元気アップサロンへの講師派遣 

 ②「元気アップ通信」の発行 

５）駒場体育館・駒場競技場との連携 

 各種事業への指導者派遣（テニス、シニア体操 かけっこ他） 

 ６）そのほか 

①スポーツ用品リユースプロジェクト 

  ②にこにこフードパントリーへの協力。 

 

■通常事業 

１）サッカー 

➢広場の会員増加、プログラムの充実をはかる。 

➢女子サッカー、ＳＴＥＲＮとの合併。 

➢生涯コースの会員を増やす。 

➢スーパーシニア広場の確実な会場確保にむけて取り組む。 

２）テニス 

➢テニス会員の増加を目指す 

➢テニスコート確保に努める 

 ⇒ 本中テニスコートの活用再開にむけて取組む 

➢市民大会に、浦和スポーツクラブとして参加する会員を増やす 

３）フィットネス 

➢会員の増加、クラス数の増加を図る 

➢スタジオのさらなる活用とそのための指導者の確保を図る 
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➢シニア対象プログラムの会員増加を図ります。貯筋運動の普及を図る。 

４）バドミントン 

➢浦和スポーツクラブとして協会登録を継続する 

➢市民大会での団体戦１勝を目指して練習を行う 

➢積極的に個人戦の地域大会に出場する。 

➢新たな定期プログラムを立ち上げる 

５）スポーツ鬼ごっこ 

➢次のステップの運営体制、方法について検討する 

６）卓球 

➢再開にむけて世話人、指導者を募る 

７）その他 
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４．2026年度予算（案）（2026年4月1日～2027年3月31日）：採決事項④ 

 

科　　　　　目

Ⅰ　経常収益

　１　受取会費
　　　正会員会費収入 55,000¥ 
　　　　〃　入会金収入 -¥ 
　　　賛助会員（個人） -¥ 
      賛助会費（法人） 100,000¥ 155,000¥ 

　２　受取助成金等 -¥ 

　３　事業収益
　　　　サッカー事業 8,554,800¥ 
　　　　フィットネス事業 10,943,610¥ 
　　　　テニス事業 8,575,300¥ 
　　　　バドミントン 3,049,840¥ 

　　　　地域事業 901,173¥ 32,024,723¥ 

　４　その他収益
　　　　　　用具等販売他 301,780¥ 
　　　　　　割引分 -963,600¥ -661,820¥ 
      当期収入合計（Ａ） 31,517,903¥ 

Ⅱ　経常費用
　１　事業費

　　　　サッカー事業 5,788,051¥ 
　　　　フィットネス事業 8,586,111¥ 
　　　　テニス事業 6,116,815¥ 
　　　　バドミントン 2,263,154¥ 
　　　　地域事業 961,175¥ 23,715,305¥ 
　２　管理費
　　　　人件費 2,525,296¥ 
　　　　通信・運搬費 163,000¥ 
　　　　印刷・事務消耗品 530,900¥ 
　　　　施設 1,650,060¥ 
　　　　手数料・減価償却他 1,048,212¥ 5,917,468¥ 
３　予備費   　　　　　　　

　当期支出合計（Ｂ）   29,632,773¥ 

　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） 1,885,130¥ 

金　　　　　　　額

※施設改修等の積立のため特定資産として150万円を預金計画  
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■2026年度予算・2025年度決算比較 

 

2026予算 2025年度決算 比較

Ⅰ　経常収益

　１　受取会費
　　　正会員会費収入 55,000¥           ¥         55,000  ¥              -
　　　　〃　入会金収入 -¥                ¥              -  ¥              -
　　　賛助会員（個人） -¥                ¥              -
      賛助会費（法人） 100,000¥          ¥        100,000  ¥              -

　２　受取寄付金 -¥                ¥         64,000  ¥        -64,000

　３　受取助成金等 -¥                ¥              -  ¥              -
 ¥              -

　４　事業収益  ¥              -
　　　　サッカー事業 8,554,800¥        ¥      7,288,347  ¥      1,266,453
　　　　フィットネス事業 10,943,610¥       ¥     10,138,133  ¥        805,477
　　　　テニス事業 8,575,300¥        ¥      7,868,442  ¥        706,858
　　　　ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ事業 3,049,840¥        ¥      1,785,902  ¥      1,263,938
　　　　地域事業 901,173¥          ¥      1,179,353  ¥       -278,180

　５　その他収益
　　　　　　用具販売  ¥        201,780  ¥        875,383  ¥       -673,603
　　　　　　利息  ¥          4,414  ¥         -4,414
　　　　　　雑収益  ¥        100,000  ¥        453,959  ¥       -353,959
　　　　　　売上値引き  ¥       -963,600  ¥       -647,754 -315,846¥        
      当期収入合計（Ａ）  ¥     31,517,903  ¥     29,165,179 2,352,724¥       

Ⅱ　経常費用
　１　事業費

　　　　サッカー事業  ¥      5,788,051  ¥      5,913,371  ¥       -125,320
　　　　フィットネス事業 8,586,111¥        ¥      8,280,427  ¥        305,684
　　　　テニス事業 6,116,815¥        ¥      5,517,269  ¥        599,547
　　　　ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ事業 2,263,154¥        ¥      1,426,746  ¥        836,407
　　　　地域事業 961,175¥          ¥        870,548  ¥         90,627
　２　管理費
　　　　人件費 2,525,296¥        ¥      2,338,591  ¥        186,706
　　　　通信・運搬費 163,000¥          ¥        172,593  ¥         -9,593
　　　　印刷・事務消耗品 530,900¥          ¥        493,908  ¥         36,992
　　　　施設 1,650,060¥        ¥      1,379,014  ¥        271,046
　　　　その他  ¥      1,048,212  ¥      1,337,750  ¥       -289,538
３　予備費  

　当期支出合計（Ｂ）  ¥     29,632,773  ¥     27,730,216  ¥      1,902,557
　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ）  ¥      1,885,130  ¥      1,434,963  ¥        450,167

金　　　　額　　　　　　　（税抜）
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５．今年度運営体制について 

 

■会長  

 塩野 潔 

■理事 

 １  小野崎研郎 （サッカー 一般会員) ／理事長 

 ２  小川  貴 （事務局長 フィットネス指導者）／副理事長 

 ３  遠山  茂 （サッカー ＳＳ広場指導者） 

４  清水 恵二 （さいたま市教育委員会）／副理事長 

 ５  梶谷千恵子 （テニス指導者） 

 ６  内村 久子 （テニス指導者） 

 ７  金木 貴子 （フィットネス指導者） 

 ８    片倉  藍 （クラブマネジャー） 

 ９  篠原香魚子 （フィットネス指導者） 

 10  飯高 一郎 （バドミントン指導者) 

 11  山根 啓嗣 （スポーツ鬼ごっこ指導者) 

 

 監事 

 １  柴崎 栄一（弁護士） 

 ２  金子 康 （浦和区スポーツ振興会理事・さいたま市スポーツ推進委員連絡協議会） 

 

 

■指導スタッフ 

 サッカー    ： 遠山茂、GET スポーツスクール（瀬戸）、山倉大路、川口将馬 

望月こず江、齊藤廉 

 サッカー広場： 片倉藍、住田祥太郎、山倉大路、高桑昇太、佐々木豪、相ヶ瀬亮太、松永大輝

中村凛太、上南和樹、大岩奏太、藤井蒼太、平山蓮人、越後心太、大川晴士 

藤田東吾 

 のびのびスポーツ広場･スポーツ鬼ごっこ： 片倉藍、篠原香魚子、河合朋子、上南和樹 

 スタジオ： 金木貴子、岸桃子、柳澤舞、伴美紀恵、小川貴、長谷川和美、宮本明美、篠原香魚子 

 シニア健康教室（２クラス）： 篠原香魚子、小川貴、伴美紀恵、片倉藍 

 テニス： 梶谷千恵子、内村久子、木村曜子、鈴木三恵子、大川みどり、田中幸、堀本知恵美 

河合朋子、長島幸子、谷川麻衣、三浦郁哉、矢部憲道、林正治、小川昇一、城谷健 

廣瀬千景、梅谷範子 

 木崎小スポーツ鬼ごっこ 山根啓司、吉岡裕一 

 星空スポーツ広場：（バドミントン） 飯高一郎、横川孝一 （サッカー）小野崎研郎 

 本太中チャレンジクラブ：（バドミントン） 飯高一郎、横川孝一、松本勉、佐藤煌己 

 

 

 



22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 2026.6.6    

ＮＰＯ法人 浦和スポーツクラブ 

（事務所） 〒330-0072 さいたま市浦和区領家４－５－６ 

      電話 ０４８－８８７－７１４０ 

      FAX  ０４８－６７７－７５９８ 

      e-mail info@urawasc.org 

      HP-URL http://www.urawasc.org 


